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企業 におけるメンタリング促進教育の必要性
一女性 リー ダー研修 への メ ンタ リング教育 導入事例 か ら一
合 谷 美 江
は じ め に 一 問 題 意 識 一
昨今,日 本 企 業 で は,成 果 を 中心 に処 遇 す る年 俸 制 の導 入,職 場 にお け る
雇 用 形 態 の多 様 化,仕 事 に お け る各 人 の ゆ と りの無 さ とい っ た 様 々 な企 業 内
部 の 環 境 変 化 か ら,職 場 の 支 援 発 達 関係 が 希 薄 に な り,人 材 が うま く育 た な
い こ と が懸 念 され て い る'。 ま た,従 業 員 に 対 して は,企 業 側 の サ ポ ー トを
受 けつ つ もキ ャ リア は 主 体 的 に形 成 す る もの で あ る とい う 「セ ル フ ・マネ ジ
メ ン ト」 の 必 要 性 が 叫 ばれ る よ うに な っ て い るa。 この よ うな状 況 の 中,近
年,キ ャ リア 発 達 上 の 指 導 者 ・支援 者 で あ るメ ン ター(mentor)の 存 在 とそ
の機 能 で あ る メ ン タ リン グ(mentoring)の 有 効 性 に 注 目が集 ま る よ うに な っ
て き た3。
日本 企 業 で は,こ れ ま でOJT(OntheJobTraining,職 場 内 訓 練)を 中心
に,上 司や 先 輩 等 の 年 長 者 が,経 験 の少 な い若 年 者 に対 して 丁 寧 な指 導 ・育
成 を行 な って きた 。 そ れ だ け で な く,ア フ ター フ ァイ ブ の ノ ミニ ケー シ ョン
等 に よ り,若 年 者 の相 談 に乗 っ た り,激 励 した り して精 神 的 な サ ポー ト役 を
果 た して きた。 つ ま り,日 本 企 業 にお い て は,メ ン ター とい う概 念 は 明示 化
され て い な く と も,暗 黙 の 内 に上 司や 先 輩 の果 た す べ き役 割 モ デ ル とな っ て
お り,メ ン タ リン グ が行 な わ れ る組 織 風 土 が根 づ い て い た 。
これ に対 して,ア メ リカ で は,1970年 代 後 半 頃 か ら,メ ン タ リン グの 有 効
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性 に注 目が集 ま り,多 くの 企 業 が,指 名 した メ ン ター に メ ンタ リン グ を受 け
る対 象 で あ る プ ロ テ ジ ェ ー(protege)の 育 成 に あ た らせ る公 式 な メ ン タ リ
ン グ ・プ ログ ラ ム を人 材 育成 の ツー ル と して取 り入 れ て きた1。
近 年,日 本 にお い て も,メ ン タ リン グ に注 目 し,ア メ リカ に倣 っ て,日 本
IBM,ク ラ リオ ン,帝 人,住 友3M等,多 くの 企 業 が公 式 な メ ン タ リン グ ・
プ ロ グ ラム を導 入 して い る5。 こ の よ うな プ ロ グ ラ ム はT主 に 人 事 部 や 人 材
開 発 部 主 導 で行 な わ れ,難 しい と され る メ ン ター とプ ロテ ジ ェー のマ ッチ ン
グへ の 配 慮 や 第3者 に よ る メ ン タ リング の モ ニ ター 等,様 々 な 工 夫 の も とに
実 施 され て い る。 公 式 な プ ログ ラム に は,経 験 の浅 い新 人 や 非公 式 な メ ンター
が得 られ に くい と され る女 性 に とっ て メ ン ター が 得 られ や す い とい うメ リッ
トが あ る。 反 面,メ ン ター とプ ロテ ジ ェー が メ ン タ リン グ 関係 を強 制 され た
と感 じた り,メ ン ター や プ ロテ ジ ェー に選 ばれ な か っ た 人 はモ チベ ー シ ョン
が 下 が っ た りす る とい うデ メ リ ッ トも指 摘 され て い る6。 さ らに,公 式 な メ
ン タ リン グ関係 にお け る プ ロテ ジ ェー は,非 公 式 な 関係 に 比 べ ,メ ン タ ー か
らの キ ャ リア指 導,役 割 モ デ ル,心 理 ・社 会 的 な支 援 の 量 が少 ない とい う指
摘 もあ る7。 この よ うな公 式 な メ ン タ リン グ ・プ ロ グ ラ ム は,メ リ ッ トが あ
る も の の デ メ リ ッ トも大 き く,そ の効 果 に は疑 問 も持 た れ て い るの で あ る。
プ ロテ ジ ェー に と って メ ン ター は,常 に職 場 の 上 司や 先 輩 で あ る とは限 ら
な い。 しか し,メ ン ター が職 場 の上 司や 先 輩 で あ る場合,プ ロテ ジ ェー が キ ャ
リア発 達 にお い て メ ン ター か ら受 け る影 響 は極 めて大 きい。 た とえ ばメ ンター
が 上 司 の場 合,そ うで な い場 合 と比 較 して,プ ロテ ジ ェー が キ ャ リア指 導,
心 理 ・社 会 的 支援,コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を受 け る頻 度 が 高 い と指 摘 され て い
る8。
こ の よ うな こ とを考 慮 す る と,こ れ ま で 日本 企 業 に お い て,職 場 の若 年 者
に 対 し上 司や 先 輩 が果 た して き た メ ン ター の 役 割 を再 度 見 直 し,促 進 す る こ
とが 求 め られ る。 日本 企 業 は,現 在 メ ン タ リン グ を 「制 度 」 と して組 織 の 中
に取 り入 れ よ うと して い るがT公 式 な メ ンタ リン グ ・プ ログ ラム を導 入 す る
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前 にまず意識 しな けれ ばな らないの は,職 場 におい て希薄 にな りつつ あ る支
援発 達 関係 を促進 し,メ ンタ リングが行 なわれ るよ うな組織風 土 を形成す る
ことであ る。 そのた めには,メ ンタ リング促進 を 目的 と した積極的 な 「教育」
が欠 かせ ない。
わが国では,こ れまで キャ リア発 達におけるメ ンター の重要性が認識 され,
初 期 キ ャ リア にお け るメ ンタ リングの有効 性9,女 性 に とって の メン ター の
重要性'0,直 属 上司 か らの メ ンタ リングの重要性'1な どが実証研 究 を 中心 に
明 らか に されて きた。そ こか ら,組 織 がメ ンターや メンタ リングに関心 を持
つべ きであ る とい う主 張 もな され てきた。 ところが,メ ンタ リング促進 のた
めの具体 的な教 育 内容 あ るいは実践 的なプ ログラムにつ いて は十分議論 され
て こなか った。
そ こで,本 稿 では,こ れまで の先行研 究が見過 ご して きた部分 を埋 め るた
めに,メ ンタ リン グ促進 のた めの 「教 育」の必要性 とその対象お よび内容 に
焦 点 をあて る。具 体的 には,メ ンタ リング教育 に取 り組 んで きたA社 の事例
をあ げ,組 織風 土形 成のた めにT誰 を対象 に,ど の よ うなメ ンタ リング教育
を行 な うべ きかを検 討す る。 この よ うな考察 に よって,メ ンタ リング教育 に
お けるひ とつ の雛形 を提示 でき るこ とにな ると考 える。
1.メ ン タ リ ン グ 促 進 の 「教 育 」 の 位 置 づ け
ケー ス に入 る前 に,企 業 に お け る メ ンタ リン グ教 育 の意 味 につ い て確 認 し
て お こ う。 メ ン タ リン グ教 育 が企 業 の 中 で どの よ うな意 味 を持 つ の か理 解 す
る こ とは 重 要 だ か らで あ る。
メ ン タ リン グ は,プ ロテ ジ ェ ー 個 人 の キ ャ リア発 達 を促 す だ け で は な く,
メ ン ター や 組 織 に も利 益 を も た らすi3。 そ こ で組 織 に お い て,メ ン タ リン グ
を促 進 す る こ とが 望 ま れ る。 メ ン タ リン グ 研 究 の==人 者 で あ る ク ラ ム
(Kram,K.E.)に よ る と,メ ン タ リン グ を促 進 す る戦 略 に は 「構 造 改 革 」 と
「教 育 」 の2つ が あ る とい うM。
企業におけるメンタリング促進教育の必要性109
「構造 改革」 とは,従 業員 か ら従来 とは異 な る行 動 を引 き出す ために,組 織
の現在 の構造(報 酬制度,業 績 管理制度,タ ス ク ・デ ザイ ンな ど)を 系統的
に変 え るこ とを意 味す る15。つま りメ ンタ リング行動 を引 き出す た めの人事
制度 の改革 であ る。
た とえば,好 業績 をあげてい る トヨタ 自動 車で は,2001年 よ り,課 長級 の
ス タ ッフ ・リー ダー(SL)の 業務 を大 幅 に変更 してい る。 その背 景 に は,
成果 主義 に偏 る と,部 下 を育 てる よ りも 自分 の仕事 を優先 す る傾 向が強 ま る
こ とへの危機感 があった。 トヨタ 自動車 では,組 織 のフ ラ ッ ト化 に伴 い,意
思決 定の迅速 さにはっ ながった ものの,部 下の育成がお ろそか にな るな どの
弊害 がみ られ た。 そ の弊害 を打破 す るた め,マ ネ ジャー個人 の業績 だ けが企
業収益 の向上 に結びつ くわけで はない との考 えか ら,ス タ ッフ ・リー ダー の
人事考課 の点数配 分 を従来 の専門性 と管理 能力 の5割 ずつ か ら,新 しく専 門
性 を20%,部 下の指 導力 を80%に してい る16。部下へ の指導 は,上 司 が部 下
に対 して,仕 事 に関連 した メン タ リングを行 な うことで ある。 この よ うに上
司の メ ンター と して の役割 を積極 的 に評 価す る戦 略は,「 構造 改革 」のひ と
つ とい える。 ここでは議 論 しないが,「 構造 改革 」は,「 教 育」 と同時 に考慮
すべ き視 点で ある。
これ に対 して,「 教 育」 とは,キ ャ リア 開発 に果たす メン タ リングの役割
へ の理解や意識 を生み 出す研修 や訓練 な どを指 す。 教育戦略 は,知 識 や スキ
ル,肯 定 的な態度 を探 るのに加 えて,支 援 的な関係性 を確立す る とい う新 し
い価値 を増強 して,組 織 の文化 を変 える こともで き るもの とされ る17。つ ま
りメンタ リン グ促進 の 「教育」 とは,従 業員 にメ ンタ リングの重要性 を認識
させ,組 織 内での積 極的 なメンタ リング行動 を引 き出すた めの企業側 の努力
であ り,意 識づ けで ある。 従業員 が メンタ リング行動 を とる ことに よ り,組
織 内の コ ミュニ ケー シ ョンが スムー ズにな り,チ ー ム ワー クが強化 され,引
い ては求 心力 の ある組織風 土の形成 につ なが るのである。
では,メ ンタ リング促進 のた めに どのよ うな教 育が効果 的であ るのだ ろ う
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か。 実際 の事例 をあげつつ検討 してい く。
2.A社 に お け る メ ン タ リ ン グ 教 育 導 入 の 事 例
1)メ ンタ リング教育導入 の経緯
メ ンタ リング促 進 の教 育事例 として,筆 者 が勤務 し,教 育導入 に関わ った
航空会社A社 の事例 を取 り上 げ る。以 下,① 教 育導入 の経 緯,② 教 育導入 の
背景,③ 教育 の具体的 内容,④ メ ンタ リング教 育 の実 際 につ いて記述 す る。
まず教 育導入 の経緯 についてみてい こ う。
筆者 は1998年7月 か ら2002年3月 まで,A社 の客室部 教育 訓練部 にてイ ン
ス トラ クター を担 当 し,CA(CabinAttendant)約5千 人 の教育 ・訓練 に携
わった。 客室本部教育 訓練部(現 人材 開発部)で は,部 長,キ ャ ビン ・マネ
ジ ャー の下,約30名 のイ ンス トラク ター がCAに 対す る教 育 ・訓練 の企画 ・
実施 を行 なって い る。
メンタ リングを促進 す る 「教育」 の導入 にはJ教 育訓練部長(当 時)の 強
い意 向が あった。 当時,筆 者 は大 学院で メ ンタ リング研 究 を進 めて いたが,
当該 部長 がメ ンタ リングの概 念 に理解 と関心 を示 し,筆 者 に組織 での何 らか
'
の実践 を指示 した。 部長か らの投 げか けによ り,筆 者 は まず部 内のイ ンス ト
ラクター に対 しメ ンタ リング教 育を行 な った。 それ と同時 に,部 長 は,筆 者
が メンタ リン グや コーチ ングのスキルア ップ のための外 部研 修 に参加 す る こ
とを支援 して くれ た。 部 内にお いて,メ ンタ リン グの重 要性 に対す る理解 を
得 て,メ ンタ リン グ教育 の導 入 に到 った。 教育 導入 は,表1に 示 す クラム の
教育設計 の原則 にほぼ基づ いた形 で行な った。
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表1メ ンタ リングにおける教育設計の原則
1.特 定 の対 象 集 団 に,学 習 目的 を設 定 す る。
2.メ ン タ リン グ に対 す る 態 度 や,メ ン タ リン グ機 能 を提 供 す る 関係 性
を 開 始 させ,進 行 させ て い くの に必 要 な 行 動 を探 求 す る こ とを 強 調
す る。 ライ フ ス テ ー ジ,キ ャ リア ステ ー ジ,キ ャ リア発 達 にお け る
メ ン タ リン グ の 役 割 に 関す る知 識 を与 え,ス キル トレー ニ ン グ と内
省 で補 足 す る。
3.ロ ー ル プ レイ や 職 場 内 関係 に 関す るデ ィ ス カ ッシ ョン にお い て,ア
ク テ ィ ブ ・リス ニ ン グ,コ ミュ ニ ケ ー シ ョン,ラ ポ ー ル 形 成,コ ン
フ リク ト解 消,協 働,コ ー チ ン グ,カ ウ ンセ リン グ等 の対 人 関係 ス
キル を実 践 す る機 会 を提 供 す る。
4.対 人 関係様 式 や メ ンタ リング機 能 を提供 す る関係 形成 のための 具体
的 な戦略 について,イ ンス トラクターや参加者 か らの建設的な フィー
ドバ ックを得 る機 会 を提供す る。
5.新 たな行動 を試 し,効 果的 な コー チ ン グや カ ウンセ リングのモデル
を見 る機 会 を提供 す る。
6.現 在や 将来 の 関係性 に関 して学ん だス キル を,職 場 に帰 ってか ら応
用す るた めの計画 で終 了す る。
(出 所)Kram,K.E.(1985),MentoringatWork:Development∂1Relatronshrps加
Organrz∂tlonalLife,Scott,ForesmanandCompany,p172,Figure7-1.
2)メ ン タ リ ン グ 教 育 導 入 の 背 景
メ ン タ リン グ 教 育 の 対 象 と して,A社 で は,客 室 乗 務 員 の 女 性 リー ダ ー一
(TC,TeamCoordinator)を 選 び,2000年4月 よ り,そ の発 令 後研 修 に導 入 し
た18。 この特 定 グル ー プを選 んだ背 景 をみ てい こ う。
A社 は,国 内お よび 国 際 の旅 客 ・郵 便 ・貨物 の運 送 事 業 を主 に行 な い,社
員 数 は1万2千 人 を超 え る。 そ の 内,CA数 は,約5千 人 で社 員 の4割 を 占 め
る。 ロン ドンベ ー ス に所 属 す る男 性 を除 き,CAは 全 て女 性 で あ る。CAは,客
室 本 部 に所 属 し,ベ ー スは東 京,成 田,大 阪,関 西 国際 空 港,名 古屋 の5っ
が 存 在 す る(現 在 は東 京,成 田,大 阪 の3つ の 国 内べ 一 スお よび ロン ドン,
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上海 の海 外 べ._._ス)。
各 べ 一 スの客 室 部 には,客 室 乗 務 課 が存 在 し,上 か ら リー ダー,キ ャ ビン ・
マネ ジ ャー,CAが 所 属す る班 とい う構 成 にな って い る。 班 はCA10名 程 度 で構
成 され,そ れぞ れTCと い う班 の リー ダー が存 在 し,TCが 組 織 を ま とめ る要 と
な って い る19。
このTCが 組 織 の 要 となっ て い るの に は,そ の業 務 特 性 が 関係 して い る。 管
理 職 で あ るキ ャ ビン ・マ ネ ジ ャー の 部 下 は 百名 を超 え る規 模 で あ る。CAの 業
務 の ほ とん どは所 属 部 署 を離 れ て 行 なわれ,キ ャ ビ ン ・マネ ジ ャー がそ の業 務
を常 にオ ブ ザー ブ し,直 接 指 導 す る こ とは難 しい。 業 務 は,個 人 単 位 で ス ケ
ジュール 化 され,毎 便 違 った メ ンバ ー と仕 事 を し,プ ロジ ェク ト ・チー ム を組
む よ うな もの で あ る。 そ のた め,指 導 やマ ネ ジメ ン トの観 点 か ら,フ ライ トは
班 員 の 同 乗 率 を 高 め るよ う工 夫 され て い る。 管 理 職 に代 わ り,実 際 の指 導 ・
育 成 は,5年 か ら十 数 年 の キ ャ リア を持 つTCを 中心 に班 内 で行 なわれ る。 年
度 のMBO(目 標 管 理)もTCと 班 員 の 面 談 に よっ て 目標 設 定 され,TCが 評 価
す る。TCの 評 価 を管 理 職 が承 認 す る。TCは,班 員 に とっ て,管 理 職 で はな い
ものの,指 導や 評 価 を受 ける直 属 上 司 の よ うな存 在 で ある。
本 来,直 属 上 司 には,メ ン ター の役 割 が求 め られ,実 際 にメ ンター とな る
こ とが 多 い。 山 口の調 査 に よる と,メ ンター が誰 で あったか(複 数 回 答)の 問
い に7割 以 上 の人 が,「 直属 上 司 が メ ン ター で あ った 」 と回 答 してい る2。 小
野 の調 査 で も,メ ンター は,直 属 の上 司や 入 社 当 時 の 上 司 を 中心 と した上 司
が圧 倒 的 に多 い とい う2互。 筆 者 が行 な った横 浜 市 役 所 の女 性 管理 職 に対 す る調
査 で も,メ ンターが存 在 したプ ロテ ジ ェー の 内,4割 か ら5割 は 直属 上 司 をメ
ンター に持 って いた22。
この よ うな こ とを考 慮 す る と,直 属 上 司 の よ うな業 務 を担 うTCは メ ンター
に な りや すい はず で あ る。 そ こで,TCに メ ンター の役 割 を認 識 させ,メ ン タ リ
ン グが 自然 発 生 的 に行 な われ る組織 風 土 形 成 と組 織 全 体 に メ ンタ リン グの連
鎖 をつ くる こ とを 目指 した。
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3)メ ンタ リン グ教 育 の 具 体 的 内容
次に メンタ リング教 育の具体的 な内容 についてみてみ よ う。
A社 では,教 育訓i練部 主催 のTC発 令後研 修 が1泊2日 で行 われ る23。1回
の研修 は20名 か ら25名 程度 の受講i者数で,イ ンス トラクター2名 が実施 にあ
た る。 受講者 は,平 均勤続9年 程度,年 齢 は30歳 前後で あ り,初 期 キャ リア
の終 わ り頃 に位 置す る。 この研修 の 目的 はsリ ー ダー としての対人 関係 能力
を向上 させ る とともに,組 織 で求 め られ る役割 を認識 し,具 体 的な行 動計画
に結 び付 ける とい うものであ る。







役 職 と役 割 認 識(5つ のパ ー ト)
(新組 織体 制 ・評 価制 度 につ いて,自 己のパ フォー
マ ン ス 向 上 の た め の演 習,メ ン タ ー チ ェ ッ ク,
組 織 にお け る役 割認 識,チ ー ム コー デ ィネ ー シ ョ





フ ライ トの 中 で の 育 成 方 法
(コーチ ングの ロール プ レイ に
よる対人 関係 ス キル演習)
TCの 行 動 に向 けた具体 的 な解
決 策(グ ル ー プ に よ るデ ィス




この研 修 の 「役 職 と役 割 認 識 」 の パ ー ト(表2)に お い て,メ ン ター と し
て の役 割 を認 識 させ,具 体 的行 動 を見 出 させ る こ とを 目的 に 「メ ン ター チ ェ ッ
ク」 とい うカ リキ ュ ラ ム を導 入 した。 こ の 「メ ン ター チ ェ ック」 は,研 修 前
半 に1時 間 半 をか け て実 施 して い る。
内容 は,ま ず メ ン ター とは どの よ うな 存 在 か をPし た 上 で,自 分 自身 に
とっ て メ ン ター だ っ た と思 われ る人 を挙 げ,ア ン ケ ー ト(付 表)を も とに,
振 り返 って も ら う29。これ は キ ャ リア発 達 にお け る メ ン タ リン グ の役 割 に 関
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す る知識 を与 え,内 省 させ る とい うクラムの教 育原 則の2に あた る。
ア ンケー トにお け るメ ンタ リングの 内容 につ いて は,筆 者 の分類 に よって
行 なった。 クラム の分類す るキ ャ リア機能お よび心理 ・社 会的機能 の分類 を
べ一 ス に,大 き く 「仕事 」,「人 間関係 」,「目標 」 の3つ の機 能 に分類 してい
る25。「仕事 」機 能 とい うのは,仕 事 に関わ る能力や成果 等 の向上 を促進 す る
もの,「 人 間関係 」機 能 は,良 い 人間 関係 を形成 し,プ ロテ ジェーが精神 的
な支 えを得 るこ とに よ りキ ャ リア発 達 をス ムー ズ にす るもの,「 目標 」機 能
は,ア イデ ンテ ィテ ィの明確化 な ど,目 指すべ き方 向性 の決 定 を促進 す る も
のであ る。 さらにそれ ぞれ をキ ャ リアに直接 的 に影 響 を与 え るもの,間 接的
に影 響 を与 える もの に分 け,表3に 示す よ うに,全 部 で18の 機 能 に分類 して
い る。
表3メ ンタ リング機能の分類













⑤仕 事 に対す る助言




















(直接,目 標 の 明確 化
を促進す る)
⑬ キャ リアモデル としての存在










ア ンケ ー ト記 入 後 は,5～6名 程 度 の グル ー プ に分 かれ,ア ンケ ー トを基
に 「メ ンター は どの よ うな人 で どん な こ とに影 響 を受 けた か」 をテ・一マ にデ ィ
ス カ ッシ ョン を行 な う。 さ らに,TCと して ,「 班 員 に とっ て メ ン ター で あ る
た め には どの よ うな こ とが必 要 か 」 につ い て意 見 を出 し合 う。 そ の後,グ ル ー
プ ご とに デ ィ スカ ッシ ョンの 内容 を発 表 し,全 員 で 意 見 を共 有 化 す る とい う
流 れ に な って い る。
4)メ ン タ リ ン グ 教 育 の 実 際
この メ ンタ リン グ教 育 の 実 施 状 況 お よび 効 果 につ い て ま とめて み よ う。
TC発 令 後 研 修 の受 講 者 の ほ とん どが,講 義 を通 して,初 め て メ ン ター と
い う概 念 を知 っ た。 そ して,自 分 の キ ャ リア に 良い影 響 を与 えた メ ン ター を
振 り返 る こ とに よ り,メ ン タ ー の 存 在 とそ の影 響 の大 き さを 実 感 して い た。
ア ンケ ー ト記 入 後 のデ ィス カ ッシ ョン の形 態 は,5～6名 とい う少 人数 で
行 うこ と に よ り,お 互 い に メ ン ター が どん な人 で あっ た か を,ざ っ くば らん
に話 させ る こ とが で き た。 中 に は メ ン ター とのエ ピソー ドを話 しな が ら,涙
ぐむ 者 もい た。 メ ン ター の存 在 を受 講者 間 で共 有 化 す る こ とで,メ ン ター の
重 要 性 を よ り強 く認 識 す る と同 時 に,今 後 班 の リー ダ ー と して望 まれ るメ ン
タ リン グ の 内容 を具 体 的 に認 識 す る よ うに な った 。
実 際 に,2000年4月,5月 に行 っ た4回 の研 修 の ア ン ケー ト83枚 を ま とめ
た 結 果 は以 下 の よ うな もの で あ っ た。
83名 の受 講 者 が あ げた メ ン ター は1名 を除 き全 て が女 性 で あ った 。 これ は,
一 部 の 管理 職 や ス タ ッフ を 除 き
,ほ とん ど女 性 で 占め られ て い るA社 客 室 本
部 の職 場 特 性 が 関係 して い る。 メ ン ター の役 職 をみ る と,TC(旧GS,Group
Supervisor)が メ ン タ,.___.であ っ た とい う人 が49名 で59%を 占 め て い た26。 メ ン
タ ー に 出会 っ た 時期 は,CA時 代(勤 続3～5年 程 度)が34名,FT時 代(勤
続3年 ～8年 程 度)が25名,AS時 代(勤 続6～8年 程 度)が9名,OJT時 代
(新 人 の 専 門 訓 練 に お け る最 終 の フ ライ ト訓 練)が9名 で あ った 。 っ ま り,
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メ ン ター に 出会 っ た 時 期 は,新 入 時代 か ら現 在 ま で人 それ ぞ れ で あ るが,メ
ン ター は や は りTCで あ る こ とが 多 く,ま たTCは どの層 に とっ て も メ ン ター
にな りや す い存 在 で あ る とい え る。
「班 員 に とっ て メ ン タ ー で あ るた め に は どの よ うな こ とが 必 要 か」 の ア ン
ケ ー ト記 入 とそ の 後 の デ ィ スカ ッシ ョンで は,以 下 の よ うな 意 見 が あ げ られ
た。
〈仕 事 に 関す る機 能 〉
・個 々 の能 力 を見 極 め ,相 手 に応 じた的 確 な ア ドバ イ ス が で き る
・班 員 の持 って い る力 を 引 き出 して ,発 揮 す る場 を もた せ られ る
・バ ラ ンス の 良い 公 正 な評 価 が で き る
・改 善 した こ とを必 ず 誉 め る
・言 い に くい こ と も言 え る,優 し さだ け で な く厳 し さ も持 つ
く人 間 関係 に 関す る機 能 〉
・常 に班 員 に興 味 を持 つ
・一 方 的 で な く,相 手 の考 え を理 解 で き る よ う,聞 く姿 勢 の あ る人 に な る
・包 容 力 が あ る,愛 情 を もっ て接 す る,信 頼 関係 を大切 にす る
く 目標 に 関す る機 能 〉
・仕 事 が で き る(高 い 技 量) ,背 中 を みせ る,向 上 して い く姿 勢 をみ せ る
・自分 自身 が仕 事 を楽 しむ
・人 間 と して ,女 性 と して 手本 で あ る こ と,人 間 的魅 力
・判 断力 ,決 断 力 が あ る
・ポ ジ テ ィブ で 心 身 と もに健 康 で あ る こ と,バ ラ ン ス感 覚 を持 つ
調 査 結 果 の ま とめ は,2000年6月 以 降 実 施 したTC発 令 後 研 修 内 で フ ィー ド
バ ック し,TCの 役 割 の 意 識 づ け に 活 用 した。 過 去 の メ ン タ ー の 内,半 数 以
上 がTCで あ った とい う事 実 を フ ィー ドバ ッ クす る こ とに よ り,TCと して の
メ ン タ ー の役 割 認 識 につ な が っ て い た。 「メ ン タ ー チ ェ ック」 後 の研 修 の 中
で も,個 々の 行 動 計 画策 定 にお い て,都 度 メ ン ター と して の役 割 を認 識 させ
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る よ うな投 げか けを行 なった。 この よ うなイ ンス トラクターや受講者 か らの
フィー ドバ ックは,表1の 教 育設 計の原則 の4に あた る。
また,研 修2日 目には,メ ンタ リング機 能 のひ とつで ある とみ な され てい
る コーチ ングの演習 も組み込 んでい る。 これ は,ロ ール プ レイ演習 とそのオ
ブザー ブを通 して,対 人関係 スキル を磨 くもの であ り,表1の 教育設計原則
の2や5に あた る。TCは 目標 管理 制度 の も とでの班員 との面談 を行 ない,
直接 的 な指導 を行 な う場面 が多 い。 そのた め,様 々なタイプの部下や指導育
成 の状況 を設 定 し,TC役,班 員 役,オ ブザーバ ー に分 かれ,ロ ール プ レイ
を実施 してい る。 この演習 を行 な うことに よ り,班 員 に対す る指導や カ ウン
セ リングを どの よ うに行 な ってい けば良いかの具体的 な行動 と して捉 え られ
たよ うである。 メンタ リングを行動化にっ なげるためには,講 義やデ ィスカ ッ
シ ョンだけでな く,こ の よ うに実際 に体 を動 か してや ってみ る,ま た他 の受
講者 の ロール プ レイ をオブザ ーブす るこ とが効果 的であ る と考 える。
研修 の最後 には,具 体的 な個人 の行 動計 画策定 を行 な う。 これ は,「 班員
能 力開発 ・指導 育成 な どの基本 品質向上」 と 「班運営 ・組織運 営 ・班員状況
把握 な どの業務 の 円滑 な運営」 の大 きく2つ の項 目に分 け,そ れぞれ の項 目
に対 し,い つ か ら,何 を,ど こで,誰 と どの よ うに実施す るかの行 動計画 を
設 定す る もの となってい る。現場 に帰 ってか ら,こ の行動 計画 に基 づい て業
務 を行 な うこ とにな る。 これ は表1の 教 育設 計原 則の6に あた る。
教育 の効果 としては,下 記 にあげるよ うに,研 修報告書 の所感の 中か らも,
メ ンターの役 割認識 の強 さ と支援的 な関係性 を形成す る ことへ の意欲 が伺 え
る。
今 回初 めて メ ン タ ー とい う言葉 を知 っ た。 私 に もメ ン ター が いて,い ろい
ろ な方 に お世 話 にな りなが ら こ こ まで こ られ た こ とに感 謝 した い 。 私 は誰 か
の メ ン ター に なれ るか ど うか わ か らな い が,何 が 困 っ た こ とが あ り,相 談 し
て きて くれ た 後 輩 に対 して,解 決 す るま で 一 緒 に考 え て あ げ られ る 「頼 も し
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い存 在 」 にな りた い と考 え て い る。
メ ン タ ー と してTCが 後 輩 に 与 え る影 響 は 大 き い 。 後 輩 の 良 き 理解 者,相
談者,メ ンタ ー とな れ る よ う,日 頃 か ら,コ ミュニ ケー シ ョン を図 り,信 頼
関係 を築 い て い きた い。
後 輩 が,「 この 人 に つ い て い こ う」 と 自発 的 に思 い,行 動 で き る メ ン タ ー
に なれ る よ う,自 らのパ フ ォ ーマ ンス カ を高 め な が ら,後 輩 と信 頼 関係 を築
け る よ う,コ ミュ ニ ケー シ ョン を とっ てい きた い。
TCの 行動計 画書 と研 修報告 書は,上 司 に提 出 され,TCは その後,行 動計
画 書 に基づ き,業 務 を行 な うこ とにな る。 教育内容 の設 定につ いては,実 際
に クラムの6つ の原則 に基づい ての実施 で0定 の効果 をあげた。 但 し,行 動
計画策定後の現場における上位者 か らのメンタ リング行動 のオブザーブとフィー
ドバ ックは欠 かせ ない。
3.メ ン タ リ ン グ 教 育 に お け る イ ン プ リケ ー シ ョ ン
A社 のケー ス を分析す る こ とによって,メ ンタ リング教育導入 に必 要 とさ
れ る次の よ うな3つ の示唆 が得 られ た。
第 一一に,メ ンタ リング促進教 育導入 には何 よ りも組織 の トップの理解 が必
要 であ る。 トップ の理解 がな けれ ば,教 育 の導入 に到 らず,教 育後 も現場の
管理職 の メンタ リングに関す る理解 と積極的 な推進 がな けれ ばs組 織 風土形
成 にまで到 らない。A社 では教育導入 の際,教 育訓練部長 の強 い メンタ リン
グ教 育推進が あった。 また,イ ンス トラクターか ら現場の管理職 に研修 内容
の説 明 を行 い,メ ンタ リングの有効性 を認識 して もらい,さ らに研修 をオ ブ
ザーブ して もら うこ とで,管 理職 の意識 づ けも行 なえた。 クラム も指 摘す る
よ うに,メ ンタ リング教育は,現 場 に戻ってか らの態度や行動 を組織がサポー
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トしなけれ ば,大 きなイ ンパ ク トは もたない。 組織 の トップに対 しての メ ン
タ リングが定着す る組織風土形成 への理解 と推進 を求め ることが必要 にな る。
人事部主導 とい うよ りも,何 よ りも現場 の トップ が主導 したメ ンタ リング関
係促進 が望 まれ る。
第 二 に,組 織 の要 とな る人材 へ のメン タ リング教育 が必要 であ る。
A社 の客室本 部での教 育は,現 場 で要 とな るTCに 対す る研 修 か ら導入 した。
新入社員 か ら上位層 まで,ど の階層 にもメ ンタ リング教育 は必要 とされ るが,
メ ンタ リングが組織 に定着す るには,組 織 の要 とな る リー ダ.___のメ ンター と
して の役割 受容 が欠 かせ ない。A社 の場合,TCに 対す るメ ンタ リング教育 を
実施す る最 も効 果的 な教育 の場 は,発 令 後研 修 であった。 このメンタ リング
教育 に よ り,TCの メ ンター と しての役割 を認識 させ,さ らに メンター と し
て,ど の よ うな こ とが必要か を具体 的に考 え させ るこ とで,組 織 の要で あ る
TCの メ ンタ リングの行動化 につ な が る と考 えた。組 織 の要 となる人材 は,
組織 に よって違いが あるはず であ り,教 育対象 と内容 の見極 めが必 要にな る。
一般 的 には
,現 場 の管理者や 中堅層 が対象 とな りやすい。
第三 に,組 織全 体 での一貫 した メンタ リン グ教 育の必 要性 が あげ られ る。
発達 的支援 関係 が根 づ く組織風 土形 成のた めには,プ ロテ ジェー とメ ンター
の 両方 の立場 にな りうる全 ての層 にメンタ リング教育 が望 まれ る。A社 で は,
TC発 令後研 修 へ導入後,若 年CA対 象 の階層別教 育 にお いて もメ ンタ リン グ
の知識付与 を開始 した。 これ は,プ ロテ ジェー となる新 人に,メ ンター の存
在 を意識 させ,コ ーチやガイ ド,カ ウンセ ラー とな りうる先"¥上 司 との関
係性 の大切 さについて教 えることにあたる。A社 では今 回そ こまで到 らなかっ
た ものの,今 後 は,新 入社員教育,管 理職研修 な どへ も導入 が必要 と考 える。
最後 に,近 年 日本企 業にお いて積極的 な導入 がみ られ る公式 なメ ンタ リン
グ ・プ ログラムの位置 づけについ て述べ てお きたい。 公式 なメ ンタ リング ・
プ ログラム導入 につ いては,そ の効果 を一概 に否 定す る ものではない。 前述
した よ うに,日 本企業 では,経 験 が浅 く育成 が必要な新人や非公式なメンター
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を得 に くい女性 な ど特 定 の対象 グル ー プに対 して実施 され るケー スが多 く,
一定 の成果 をあげてい る
。
しか しなが ら,実 際に公式 な メンタ リング ・プ ログ ラム を導入 して い る企
業 にお いて も,公 式 なプ ログラム よ りも,メ ンタ リングが根 づ く組織風 土の
形成 が重要 であ るこ とを認識 して い る。 た とえば,ク ラ リオ ンの室井孝浩 主
任 は 「メ ンタ リング活動 を公 の制度 には した くない と考 えてい ます。制度 と
な ってメ ンター とメンテ ィが義務感 で活動 して も無意 味です か ら,社 内で は
安易 に制度 と呼 ばず,あ えて"メ ンター制"と 呼び合 っています」 と述べ てい
る27。また,幹 部候補 の女性 を対象 に公 式 なメ ンタ リング ・プ ログラムを導
入 して い る 日本IBMで も,今 後 の展望 として,米IBMで 行 な われ てい る 「自
発 的メ ンタ リング」制度 を参考 に し,プ ロテ ジェー か らの 自発 的な意 思 を活
かす流 れ に して いきたい として い る28。
この よ うな状況 を考慮す る と,ま ず メンタ リン グ関係 が根づ く組織風 土形
成 のた めの教育 を一義的 に行 い,女 性 な どメ ンタ リング関係 を形成す るの が
難 しいマイ ノ リテ ィグルー プに対 し,公 式 なメ ンタ リング ・プ ログラムを二
次 的 に実施す るのが望 ま しい と考 える。
メンター が存在 し,メ ンタ リングを受 けたプ ロテ ジェー は,将 来 メンター
にな りやす い とい う29。メ ンタ リングを受 けたプ ロテ ジェーがや がてメ ンター
とな る。何人 かの研 究者 も指摘 してい る よ うに,メ ンター の連鎖(メ ンタ リ
ング ・チ ェー ン)を 組織 に形 成 してい くこ とが重要性 で あ る30。上 司や 先輩
が積 極的 に部 下や 後輩 を指導 ・育成 し,メ ン タ リング ・チ ェー ンを組 織 内に




今 回 はA社 の客 室本部 にお いて,CAヘ メ ンタ リング教 育 を導入 した が,
メ ンタ リングが根 づ く組織 風土形成 のた めには,企 業全 体ヘ メンタ リング教
育 を波及 させ てい くことが望 まれ る。 また,こ れ は前述 した 「構造改革 」 と
セ ッ トで進 める必要性 が ある。 トヨタ 自動 車 のよ うに管理職 に対 して部 下の
育成 を積極 的 に評価す るよ うな システ ムの構 築が なけれ ば,教 育 も十分 にそ
の効果 を発揮 しない。 そのた めには,人 事 部や人材 開発部 の担 当者 のみ な ら
ず トップ ・マネ ジメン ト層 が メンタ リン グの重要性 を理解す るこ とが必要 と
なる。
教育 だけではな く,近 年新 しい メンタ リングの形 としてみ られ るよ うになっ
た企 業 内の女性 同士等,職 場 ・職 種 を越 えたネ ッ トワー クの形成,た とえば
社 内LAN等 を活用 したネ ッ トワー クづ く りもメンタ リン グ関係 促進 の風 土づ
く りにつ なが る と考 える3'。しか しなが ら,メ ンタ リン グの役割 に 関す る知
識 を与 え,組 織 内で積極 的 なメ ンタ リング行動 を引 き出そ うとす るた めの メ
ンタ リング教育 は,メ ンタ リン グが推進 され る組織風 土づ く りのひ とつの有
効 な手 段で ある こ とは間違い ない。
注
1「 平成15年 版 労働 経済 の分析 」厚生 労働 省2003年8月 発表 第2章 第6
節 「人材 育成 の動向」に よる と、労使 とも人材 育成 を重視 している ものの、
計 画的 なOJT、Of卜JTを 実施 した事 業所 の割合 は1990年 代 後 半 に低 下傾 向
にあ る。
「変 わ る管理職 の仕 事 と役 割 一1600名 の管理 職 にみ る仕 事 ・組織 の変 化 と
部 下 の評価 ・育成 一」 日本 労 働研 究機 構(現 労働 政 策研 究 ・研 修機 構)
1998年7月 管理職 へ の 「部 下の人材 育成 に関す る問題 点(複 数 回答)」 の
ア ンケー トに よる と、 「短期 的 な成果 を挙 げ る こ とに追 われ 、 中長期 的 な
人 材 育成 の た め に職 場 内 で配 置 転 換 を行 な う余 裕 が な い」 が トップ で
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48.8%、 「自分 自身 の仕 事 が忙 しす ぎ て 、若 手 や 中堅 の 人 材 育 成 に 時 間 を
割 け な い」が34.4%、 「若 手 や 中堅 が忙 しす ぎて 育成 に結 びつ くよ うな仕 事 を
させ られ ない」が31.4%と なってい る。
2「 教 育 訓 練 とキ ャ リア 相 談 に 関 す る調 査 」 労働 政 策研 究 ・研 修 機 構2004
年7月23日 発 表 労使 の9割 が 「キ ャ リア 設 計 は これ ま で 以 上 に従 業員 自
身 で 考 えて欲 しい 」 と回 答 して い る。
3メ ン ター とは 、 ギ リシ ャ神 話 の 勇 将 オ デ シ ウス が 息 子 テ レマ コス の教 育
を託 した 名 教 師 メ ン トル にそ の語 源 が あ り、従 来 は 主 に教 育 学 で用 い られ
て きた 概 念 で あ る。 経 営 学 にお い て は 、 メ ン タ ー は経 験 の あ る年 長 者 で あ
り、 メ ン タ リン グ を受 け る プ ロテ ジ ェー と して の若 年 者 が重 要 な仕 事 を成
し遂 げ る の を支 援 し、 導 き 、 カ ウンセ リン グす る存 在 と され て い る。 メ ン
タ ー一の 機 能 は メ ン タ リ ン グ と 呼 ば れ る 。 メ ン タ ー シ ッ プ
(mentorship)は 、 メ ンタ ー とプ ロテ ジ ェー の 関係 を示 す もの と して 使 われ
る。 ま た 、 プ ロテ ジ ェー は 、 メ ン テ ィ(mentee)と 呼 ば れ る こ とが あ る。
メ ン タ リン グ研 究 は 、1970年 代 後 半 頃 か らア メ リカ を 中心 に 、 キ ャ リア発
達 にお け る有 効 性 につ い て 関 心 が 高 ま り、 多 くの実 証 研 究 が進 め られ て き
た。 そ れ に よ り、 メ ン ター の存 在 、 な らび に メ ン ター の果 た す機 能 で あ る
メ ン タ リン グが 、 プ ロテ ジ ェー の昇 進 、給 与 、 業績 、職 務 意 欲 、職 務満 足 、
対 人 関係 ス キル 、 個 人 的 成 長 、組 織 へ の帰 属 意識 な どに好 ま しい影 響 を 与
え る こ とが証 明 され て き た。 特 に キ ャ リア 開発 に見 え な い ガ ラス の 天 井 が
あ る と され る女性 や 有 色 人 種 な どのマ イ ノ リテ ィ に とっ て メ ン タ リン グ は
有 効 で あ る と指 摘 され て き た。 さ らに 、 メ ン タ リン グ は 、 メ ン ター 自身 や
組 織 に とっ て も好 ま しい 影 響 を与 え る こ とが 明 らか に され て きた 。
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<付 表>TC発 令 後 研 修 メ ン タ ー チ ェ ック ア ンケ ー ト表
こ の ア ンケ ー トで は 、 つ ぎ の 項 目を 中心 に伺 い ま す 。
1.キ ャ リア(職 業 生 活 ・職 業 生 涯)を 開始 した 、 つ ま り仕 事 をは じめ て か
ら現 在 ま で の メ ンタ ー(キ ャ リア上 の指 導者 ・支 援 者)の 存在 と機能 に
つ い て
2.仕 事 に対 す る意 識 につ い て
次 の文 を読 んで、その後 の質 問 に答 えて くだ さい。
メ ン タ ー(ment。r)と は 、 ギ リシ ャ神 話 の勇 将 オ デ シ ウス が 出陣 に 際 し、
わ が 子 の 教 育 を 託 した名 教 師 メ ン トル が 語 源 とな っ て い ま す 。 具 体 的 に は 、
メ ン ター とは、 次 の よ うな こ とを行 って くれ る仕 事 上 の 協 力 者 ・支 援 者 の こ
とを言 い ます 。
①具体 的 に仕 事 の指導 を して くれ た り、仕 事 を与 えて くれ る。
②仕事 に関す る情報 を与 えて くれた り、助言 して くれ た り、必要なバ ックア ッ
プを して くれ る。
③管理職や新 しい仲 間へ紹介 して くれ るな ど仕 事 に関連す る人脈 をつ くって
くれ る。
④ 仕事 に関す る悩み に対 して相談 にのって くれた り、 メ ンター に実力 があ る
ことでそれが社会 的パ ワーや信用 になるな ど精神 的な支 えになって くれ る。
⑤ 仕事 をす る上で キャ リアのモデル とな る。
⑥ メンター の向上心が 、 自己啓発 の刺激 とな る。
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それ では、質問 に入 ります。 この質 問はア ンケー トと回答用紙 が分かれ て
い ま す 。 回答 は 、全 て 回答 用 紙 に記 入 して くだ さい。
Q1.あ なたには入社 してか ら現在 までの 間、 さま ざま な先輩や 上 司が存 在
した と思 います。
あ なた が仕事 を して きた 中で、上記① か ら⑥ までの よ うな こ とを して く
れ て、 あなたに もっ とも良い影響 を与 えた と思われ る人(メ ンター)を
想 定 して答 えて くだ さい。 それ ぞれ にあて はま る もの(5か ら1ま で)
































1.知 識や ス キル を伸 ばす よ うな教育や 訓練 を して
くれ た。
54321
2.新 しい技能 を習 得 で きるよ うな仕事 を与 えて く
れた。
54321
3.仕 事 に対す る能 力 があ る ことを証 明す る機 会 を
つ くって くれ た。
54321
4.キ ャ リア に直接影 響す るよ うな重要 な情報 を提
供 して くれた。
54321
5.仕 事 が うま くい く よ うに適 切 な ア ドバ イ ス を し
て くれ た。
54321
6.仕 事 が ス ム ー ズ に進 ま な い よ うな こ とが あれ ば
フォ ロー して くれ た。
54321
7.仕 事 におい て、管理職 や新 しい仲 間 を紹介 して
くれた。
54321
8.仕 事 に関す る顧客や取引先 な どとの人脈 をつ くっ
て くれ た。
54321
9.仕 事 に お い て 、 人 間 関係 が うま くい く よ う環 境
づ く りを して くれ た。
54321
10.仕 事 に関す る悩 み な どを よ く聞い て くれ た 。 54321
11.仕 事 に 関 して あ なた を尊 重 し、励 ま し、 良 き理
解者 とな って くれ た。
54321
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12.メ ンタ ー に は 実力 が あ っ た の で 、 そ れ が あ る種
の社 会 的 なパ ワーや信 用 とな って い た。
5 4 3 2 1
13.メ ン ター の キ ャ リア(職 業 生 活)み て 、 あ の よ
うな人 に な りた い と思 っ て いた。
5 4 3 2 1
14.メ ン ター の 持 っ て い る知 識 や ス キル は 、 自分 の
目標 とな って い た。
5 4 3 2 1
15.メ ン ター の 仕 事 をみ て 、 や りた い と思 う仕 事 の
イ メ・一ジが 明確 にな っ た。
5 4 3 2 1
16.メ ン ター の 向 上 心 に刺 激 され 、 自分 も 自 己啓 発
を しよ うと思 っ た。
5 4 3 2 1
17.メ ンター の仕 事 に対す る姿 勢 に共 感 して い た。 5 4 3 2 1
18.メ ン ター を人 間 的 に尊 敬 して い た。 」C 4 3 2 1
Q2.Q1で あ な た が 想 定 した 人(メ ン ター)は どの よ うな 人 で す か?あ て
は ま る もの を選 ん で くだ さい 。
SQ1.メ ン タ ー の 性 別
1.男 性2.女 性
SQ2.メ ン タ ー の そ の と き の 役 職*
1.管 理 職2.旧AM(AssistantManager)
3.TC(旧GSGroupSupervisor)4.旧AS(AssistantSupervisor)
5.班 の 先 輩6.そ の 他
SQ3.メ ン タ ー に 会 っ た 時 期
1.OJT(フ ラ イ ト訓 練)2.CA時 代(1～3年)
3.FT(FirstCabinAttendant)時 代*4.旧ASま た は トッ プFT時 代
SQ4.メ ン ター か らも っ とも影 響 を受 け た の は 、 どん な こ とで した か?
具 体 的 に記 入 して くだ さい。
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Q3.あ な た と メ ン タ ー との 関 わ りにっ い て伺 い ま す。 そ れ ぞ れ に あ て は ま
































1.メ ン ター の よ うな 人 に 出会 うよ うに 努 力 を して
い る。
54321
2.メ ン ター の 指 導 や 協 力 を 得 られ る よ うに努 力 し
て い る。
54321
3.メ ン ター の 指 導 や 協 力 は 、 そ の 後 の キ ャ リア
(職 業 生活)を ス ム ー ズ に して きた と思 う。
54321
Q4.つ ぎ に、 あ な た の仕 事 に対 す る意識 につ い て 伺 い ま す 。 次 の項 目に つ
































1.仕 事 に意欲 を持 って 取 り組 んで い る。 54321
2.仕 事 で満足感や 自己実現が得 られている。 54321
3.仕 事 で 自分の知識や能力 を活 かせ ている と思 う。 54321
4.仕 事に社会的価値 を見出 している。 54321
5.女 性が働 きやす い職 場 で あ る と思 う。 54321
6.こ れ か らや りた い 仕 事 につ い て は っ き り と した
イ メー ジ を持 って い る。
54321
7.こ れ か らの キ ャ リア(職 業 生活 ・職 業 生 涯)に
対 して 中 ・長 期 的 な ビジ ョンを持 って い る。
54321
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Q5.現 在 の あ な た 自身 の こ とに つ い て 伺 い ます 。 あ て は ま る もの を選 ん で
くだ さい 。
SQ1.あ な た の 役 職
1.TC2.SC(StationCoordinator)*
SQ2.入 社 し て か ら現 在 ま で の 就 業 年 数 を 記 入 して くだ さい 。
(年)
Q6.最 後 に 、TC・SCと し て 班 員 に と っ て メ ン タ ー で あ る た め に は ど の よ
うな こ とが 必要 か を考 えて 記入 して くだ さい。 ま た、そ の他 、 メ ンター
や キ ャ リア開発 について感 じるこ とがあれ ば 自由に記入 して くだ さい。
*2001年4月 に役 職 が 再 編 成 され た 。2001年3 .月ま で 、 組 織 は 、 管 理 職 の
下 に 、 い くつ か の 班 を ま と め るAM(AssistantManager)、 班 の リー ダ ー
のGS(GroupSupervisor)、GSサ ブ のAS(AssistantSupervisor)と い う構
成 に な っ て い た 。2001年4.月 よ り、AMとASが 廃 止 さ れ 、 管 理 職 の 下 に
班 の リー ダ ー で あ るTC(GSよ り役 職 名 変 更)の み の 構 成 と な っ た 。 研
修 は2001年3.月 ま で はGS発 令 後 研 修 と い う名 称 で あ っ た が 、 こ こ で はT
C発 令 後 研 修 と表 記 す る 。
*FT(FirstCabinAttendant)は 、CAの 上 位 の 乗 務 資 格 。 入 社 後 、3～5
年 程 度 で 資 格 取 得 と な る 。FTは 班 の メ ン バ,.._..の3分 の1か ら2分 の1
く ら い を 占 め る 。
*SC(StationCoordinator)は 、 名 古 屋 ベ ー ス の 班 の リ ー ダ ー の 名 称 。 班
の リー ダ ー の 役 割 と一 部 ス タ ッ フ 業 務 を 担 う。TCとSC合 同 で 発 令 後 研
修 が 行 な わ れ て い た 。
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